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　本書は、２００６年６月３日、東京都港区で発

生した痛ましい事故の原因究明と再発防止を

求めて立ちあがった御両親とその仲間のみな

さんの取組記録である。なかでも、０９年５月

３１日のシンポジウムの記録は、日本のこれか

らの安全問題を考える際の必読書である。
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新刊

被害にはじまり、原因究明機関の設立へ。今、日本の安全・安心を高める
議論が始まった。
日本では、事故が起きると警察が来て証拠品を独占し、犯人探しを始める。
しかし、なぜ事故が起こったかの原因究明機関がない。被害者は、原因が
知りたい。そして事故の再発防止に生かしてほしい。
欧米から大きく遅れたわが国の原因究明問題を、エレベーター事故被害者
らが取り上げ、最先端の議論をしている。本書は、その議論と関係資料を
まとめた稀有な本である。今後日本で展開される議論に必携の書である。
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